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第62回鹿児島県畜産共進会
参加者の皆様（９月28日
霧島市姶良中央家畜市場で）
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９
月
28
日
、
霧
島
市
の
姶
良
中
央
家
畜
市

場
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
県
経
済
連
主
催

に
よ
る
第
62
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
11
地
区
か
ら
59
頭
が

出
品
さ
れ
、
３
部
門
で
審
査
を
行
い
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
管
内
か
ら
も
若
雌
１
区

（
12
ヶ
月
〜
16
ヶ
月
令
）
に
江
﨑
猛
さ
ん
の

「
ゆ
み
ひ
ら
」
号
、
今
村
秀
一
さ
ん
の
「
ゆ

り
」
号
が
、
若
雌
２
区
（
17
ヶ
月
〜
23
ヶ
月

令
）
に
松
山
清
隆
さ
ん
の
「
な
だ
３
」
号
の

３
頭
が
出
品
さ
れ
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
ま
た
、

褒
章
授
与
式

に
お
い
て
松

山
清
隆
さ
ん

が
多
回
出
品

（
県
畜
産
共

進
会
10
回
以

上
の
出
品
）

者
と
し
て
表

彰
さ
れ
ま
し

た
。

９
月
10
日
、
指
宿
市

の
指
宿
中
央
家
畜
市
場

で
、
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
秋

季
畜
産
共
進
会
を
開
催

し
、
江
﨑
猛
さ
ん
（
指

宿
地
区
）
の
「
ゆ
み
ひ

ら
号
」
が
グ
ラ
ン
ド

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き

ま
し
た
。
江
﨑
さ
ん
は
、

「
昨
年
に
続
き
２
度
目

の
受
賞
と
な
り
、
本
当

に
う
れ
し
い
。
こ
れ
を

励
み
に
ま
す
ま
す
家
業

に
励
み
た
い
。」
と
今

後
の
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。

各
成
績
は
以
下
の
と
お
り
。（
敬
称
略
）

○
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　

江
﨑　
　

猛
（
指
宿
）
ゆ
み
ひ
ら
号

○
若
雌
１
部
１
席

　

中
野　

弘
光
（
開
聞
）
ひ
か
り
号

○
若
雌
２
部
１
席

　

江
﨑　
　

猛
（
指
宿
）
ゆ
み
ひ
ら
号

○
若
雌
３
部
１
席

　

松
山　

清
隆
（
開
聞
）
な
だ
３
号

第
62
回
鹿
児
島
県
畜
産
共
進
会

２
０
１
３
年
度
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
秋
季
畜
産
共
進
会

グランドチャンピオンに輝いた江﨑さん夫婦の「ゆみひら」号

審査会場の様子 表彰された松山さん（写真左）

参加した農家・JA職員
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10
月
１
日
、
指
宿
総
合
支
所
で
総
合
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
Ｊ
Ａ
Ｄ

Ｄ
Ｏ
カ
ー
ド
）
稼
働
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
産

者
・
役
職
員
な
ど
約
１
０
０
名
が
参
加
。
生
産
者
・
部
会
代
表
者
な

ど
が
く
す
玉
を
割
り
、
カ
ー
ド
の
普
及
推
進
を
誓
い
ま
し
た
。
西
村

仁
組
合
長
は
「
新
た
な
Ｊ
Ａ
利
用
者
と
組
合
員
加
入
促
進
に
つ
な
げ

る
全
国
で
初
め
て
の
取
組
み
。
組
合
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
っ
て

運
動
し
、
地
域
住
民
に
広
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。
Ｊ
Ａ
で
は
今
後
も
生
産
者
や
消
費
者
に
、
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、
カ
ー
ド
の
利
便
性
を
伝
え
て
行
き
ま
す
。

総
合
ポ
イ
ン
ト
制
度
稼
働
記
念
セ
レ
モ
ニ
ーくす玉を割り、

ＪＡＤＤＯカード誕生を祝う参加者
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Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
観
葉
部
会
は
９
月
10
日
・
11
日
の
２
日
間
、
指
宿
市

内
の
観
葉
セ
ン
タ
ー
で
「
い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ
ア
２
０
１
３
秋
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
全
国
の
市
場
関
係
者
、
管
内
の
生
産
者
な
ど
約
100
名
が

参
加
。
生
産
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
に
出
品
し
、
市
場
関
係
者
と
商

談
を
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
来
場
者
限
定
で
各
農
家
か
ら
通
常
価
格
よ

り
安
い
フ
ェ
ア
限
定
の
観
葉
植
物
も
販
売
し
ま
し
た
。

下
温
湯
正
弘
観
葉
植
物
部
会
長
は
「
指
宿
の
基
幹
産
業
と
し
て
発
展

し
て
い
る
観
葉
植
物
で
す
が
、
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
さ
ら
に
一
歩
で

も
前
に
進
ん
で
行
き
た
い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
２
日
目
は
農
家
視

察
を
行
い
ま
し
た
。

観
葉
植
物
部
会
員
は
現
在
60
名
、
観
葉
セ
ン
タ
ー
で
は
２
０
１
３
年

度
、
９
億
５
５
０
０
万
円
の
売
上
高
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

９
月
10
日
、
南
九
州
市
頴
娃
町
で
、
２
０
１
３
年
産
サ
ツ
マ
イ
モ
中

間
検
討
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
議
に
は
、
生
産
者
や
市
場
関
係
者
、

行
政
、
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
約
50
名
が
出
席
。
２
Ｌ
・
Ｌ
階
級
中
心
の
栽
培
、

ま
た
、
価
格
・
需
要
の
高
い
長
イ
モ
率
の
向
上
と
併
せ
て
販
売
の
強
化

を
重
点
課
題
と
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２
０
１
３
年
産
に
つ
い
て
は
、
異
常
気
象
に
よ
る
消
費
の
低
迷
、
他

産
地
の
貯
蔵
イ
モ
が
低
単
価
で
残
量
が
多
か
っ
た
事
な
ど
か
ら
、
共

販
量
３
２
５
㌧
（
平
年
比
96
％
）
、
共
販
額
８
１
２
７
万
円
（
同
比

69
％
）
、
単
価
２
７
５
円
（
同
比

78
％
）
と
厳
し
い
販
売
と
な
り
ま

し
た
。

尾
曲
宰
え
い
さ
つ
ま
い
も
専
門

部
会
長
は
「
こ
れ
か
ら
始
ま
る

「
え
い
太
く
ん
」
（
紅
は
る
か
）

の
出
荷
に
向
け
て
、
市
場
関
係
者

の
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

各
市
場
関
係
者
も
県
外
産
地
の
情

勢
と
今
後
も
え
い
の
サ
ツ
マ
イ
モ

を
高
単
価
で
販
売
を
行
っ
て
い
く

意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

い
ぶ
す
き
観
葉
フ
ェ
ア
２
０
１
３
秋

え
い
サ
ツ
マ
イ
モ
中
間
検
討
会

出荷に向けて意欲を語る尾曲部会長　

市場関係者と商談を行う生産者　

　多くの来場者で賑わった会場
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踏
切
内
の
危
険
性
を
確
認
「
交
通
安
全
教
室
」

生
徒
か
ら
生
産
者
へ　
バ
イ
オ
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
引
渡
し

指
宿
警
察
署
・
Ｊ
Ｒ
九
州
は
９
月
20
日
、
指
宿
市
湯
の
浜
の
丹
波
校

区
公
民
館
で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
住
民
な
ど
約
30

名
が
参
加
、
Ｊ
Ａ
も
共
済
部
職
員
数
名
が
参
加
し
、
後
援
と
し
て
参
加

者
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
入
り
の
え
い
茶
、
タ
ッ
チ
ラ
イ
ト
、
交
通
安
全
及

び
自
動
車
共
済
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
交
通
安
全
グ
ッ
ズ
を
提
供
し

ま
し
た
。
今
年
、
指
宿
警
察
署
管
内
で
２
件
起
こ
っ
て
い
る
踏
切
事
故

を
受
け
、
踏
切
内
の
危
険
性
や
安
全
確
認
の
た
め
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
（
９
／
21
〜
30
日
）
を
前
に
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
交
通
安
全
の

講
話
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
視
聴
の
後
、

準
備
さ
れ
た
模
擬
踏
切
で

実
際
に
脱
出
す
る
方
法
を

体
験
し
ま
し
た
。

枝
元
昭
浩
Ｊ
Ｒ
九
州
鹿

児
島
支
社
安
全
推
進
室
長

は
「
踏
切
は
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
い
と
大
変
危
険
な
場

所
。
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合

は
、
人
命
を
第
一
に
考
え
て

脱
出
し
て
下
さ
い
。」
と
参

加
者
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

鹿
児
島
県
立
山
川
高
校
は
９
月
25
日
、
今
年
で
21
回
目
と
な
る
バ
イ

オ
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
引
渡
し
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
生
徒
・
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
関
係
者
な
ど
約
70
名
が
出
席
し
、
実
習
で
育
て
た
バ
イ
オ
苗
を
生
産

者
・
Ｊ
Ａ
へ
手
渡
し
ま
し
た
。　
　

手
渡
さ
れ
た
苗
は
、
指
宿
市
山
川
地
区
の
生
産
者
へ
配
布
さ
れ
、
育

苗
増
殖
し
、
植
付
け
は
ハ
ウ
ス
・
ト
ン
ネ
ル
栽
培
で
12
月
か
ら
始
ま
り
、

普
通
栽
培
の
５
月
頃
ま
で
続
き
ま
す
。

バ
イ
オ
苗
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
重
要
病
害
で
あ
る
帯
状
粗
皮
症
の
発

病
を
軽
減
さ
せ
、
良
質
な
サ
ツ
マ
イ
モ
生
産
に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま

す
。
山
川
地
区
の
昨
年
度
の
青
果
用
サ
ツ
マ
イ
モ
の
実
績
は
出
荷
量

５
１
１
㌧
、
販
売
金
額
８
２
７
５
万
円
で
、
販
売
先
市
場
よ
り
果
皮

色
・
形
状
・
食
味
と
も
に
高
い

評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

苗
を
受
け
取
っ
た
桑
鶴
直
勝

山
川
サ
ツ
マ
イ
モ
部
会
副
部
会

長
は
「
当
地
区
に
お
い
て
こ
の

バ
イ
オ
苗
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。」
と
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

園
芸
工
学
・
農
業
経
済
科
３

年
古
田
美
羽
さ
ん
は
「
先
輩
方

か
ら
引
き
継
い
だ
伝
統
を
絶
や

さ
な
い
様
、
こ
れ
か
ら
も
品
質

の
良
い
苗
を
届
け
た
い
。」
と

強
い
意
欲
を
語
り
ま
し
た
。

模擬踏切で脱出訓練を行う参加者

生徒から生産者・ＪＡへ
バイオサツマイモ苗が引渡された
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南
九
州
市
お
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座

９
月
７
日
、
お
茶
の
普
及
と
消
費
拡
大
を
目
的
に
、
南
九
州
市
お
茶

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
（
南
九
州
市
・
市
茶
業
振
興
会
主
催
）
が
頴

娃
町
の
「
畑
の
郷
水
土
利
館
」
で
開
催
さ
れ
、
20
名
の
受
講
者
が
参
加

し
ま
し
た
。
受
講
者
は
、
お
茶
の
手
揉
み
を
体
験
し
、
お
茶
の
歴
史
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員
も
講
師
と
し
て
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

開
校
式
の
挨
拶
で
、
瀬
川
三
郎
茶
業
振
興
会
頴
娃
支
部
会
長
は
「
一

般
の
方
に
も
っ

と
お
茶
の
こ
と
を

知
っ
て
頂
き
、
南

九
州
市
の
お
茶
を

Ｐ
Ｒ
し
て
下
さ

い
。」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。
講
座
は

計
４
回
で
全
講

座
に
参
加
す
れ

ば
、
お
茶
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
認
定
さ

れ
、
認
定
書
と
急

須
・
お
茶
が
贈
ら

れ
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
は
、
県
中
央
会
担
い
手
・
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
連
携

し
、「
担
い
手
づ
く
り
戦
略
」
を
推
進
・
実
践
す
る
専
門
職
員
と
し
て
、

農
業
振
興
担
当
職
員
（
Ｓ
Ａ
Ｐ
）
を
２
０
０
７
年
３
月
か
ら
設
置
し
て

い
ま
す
。

９
月
17
日
、
管
内
の
山
川
総
合
支
所
で
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
２
０
１
３
年
度
上

期
活
動
実
績
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
管
内
各
地
区
の
担
当
Ｓ
Ａ
Ｐ

３
名
、
県
中
央
会
担
い
手
・
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、
Ｊ
Ａ
役
職
員

な
ど
13
名
が
参
加
し
、
Ｓ
Ａ
Ｐ
が
上
半
期
の
農
家
巡
回
、
担
い
手
の
育

成
・
確
保
、
法
人
化
・
法
人
支
援
な
ど
に
つ
い
て
実
績
報
告
を
行
い
ま

し
た
。
報
告
を
行
っ
た
Ｓ
Ａ
Ｐ
の
川
野
文
蔵
職
員
は
「
組
合
員
と
Ｊ
Ａ

が
共
に
ま
い
進
で
き
る
よ
う
に
今
後
も
巡
回
活
動
を
行
い
、
支
援
し
て

行
き
た
い
で
す
。」
と
話
し
ま
し

た
。西

村
仁
組
合
長
は
「
Ｓ
Ａ
Ｐ
の

情
報
を
拾
い
上
げ
、
組
合
員
の
意

見
を
共
有
化
し
、
全
て
の
事
業
に

活
か
し
て
頂
き
た
い
。」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
は
今
後
も
Ｓ
Ａ

Ｐ
の
農
家
巡
回
活
動
を
通
じ
て
担

い
手
の
育
成
・
確
保
、
農
家
の
法

人
化
・
法
人
経
営
支
援
、
集
落
営

農
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で
行
き

ま
す
。 ２

０
１
３
年
度
上
半
期
Ｓ
Ａ
Ｐ
活
動
報
告
会

お茶について学んだ受講者

各地区担当SAP
川野（喜入・指宿地区）・吉永（山川・
開聞地区）福留（頴娃地区）（左から）



JAいぶすき

2013.10
7

ピーマンの苗の生育を確認する生産者

管内では９月初旬から秋かぼちゃの定植を
行いました。指宿市開聞の永吉勇一さんの畑
でも夫婦で作業を行っていました。永吉さん
は「まだまだ暑い日が続くが、日々の管理作
業を徹底して、品質の良いかぼちゃを出荷し
たいです。」と話し、丁寧に定植していまし
た。秋かぼちゃは、12 〜２月にかけて集荷
を予定しており、ＪＡでは873トンの集荷を
計画しています。

トレイに播種後、定植している様子

秋かぼちゃ定植

管内では、スナップえんどうの植付けが始
まりました。早播きが８月下旬、普通栽培が
９月中旬頃に播種し、年内から収穫が始まり、
５月上旬ごろまで収穫が出来ます。年内出荷
分については、12月のクリスマス商材として
の販売を見越し、まだ暑い日が続く中、生産
者は播種作業や管理作業を行っていました。
ＪＡでは2013年度、面積70ヘクタール、911
トンの出荷量を計画しています。

スナップえんどう播種

南九州市頴娃町では、８月31日からピーマ
ンの定植を行いました。今年は台風の影響に
より２〜３日定植がずれ込んでいますが、生
育は順調です。
2013年度は共販量210トン、共販額7,980万
円を見込んでいます。かごしまの農林水産物
認証制度も取得しており、今年は８回目の取
得を目指しています。生産者は「安心・安全
なピーマンの栽培と収量増に向けて頑張って
いく。」と今後の意気込みを語りました。

ピーマン定植

９月20日・21日の２日間、南九州市の南薩
農機センターで農業機械展示会を開催しまし
た。約200人が来場し、賑わいました。会場
内には最新式の大型トラクター・小型管理機
などの農業機械や、園芸作業用品も展示し、
来場者の多くは実際に触れながら性能を確か
める姿が見られました。２日間で、合計3,070
万円の売上となりました。ご来場頂いた皆様、
誠にありがとうございました。

様々な機械が並んだ農機展示会

農業機械大展示会を開催

管理作業を行う生産者
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９月５日、第42回ＪＡいぶすき年金友の会秋
季ゲートボール大会を指宿市の指宿サンシティ
ホールで開催しました。管内から21チームが参
加、熱戦を繰り広げ、山川支部・永友チームが
優勝しました。

９月26日、第17回ＪＡいぶすき年金友の会秋
季グラウンドゴルフ大会を指宿市の指宿なのは
な運動公園で開催しました。管内から86チーム
が参加、熱戦を繰り広げ、山川チーム（山川支部）
が優勝しました。上位３チームが11月７日に開
催される県大会に出場することになりました。

９月12日、指宿市のＪＡ生活研修センターで
女性部役員が手作りしたふくれ菓子に手紙を添
え、澤山和子指宿地区女性部長が各集落の班長
に108人分を手渡しました。指宿市西方の垂門
集落で長年班長を務めている吉本キヨ子さん
（70）は「毎年、私が訪ねて来るのを楽しみに
待っている人がいっぱいいますよ。」と笑顔で
話しました。

９月30日、指宿市山川の本所で３名の定年退
職者に対し、送る会を開催しました。西村組合
長がこれまでの功績について感謝の言葉を述べ、
女性職員がそれぞれに花束を手渡しました。定
年退職者を代表して、古川久男さんが「長年、
組合員・地域住民の皆様に支えて頂いたおかげ
です。心から深く感謝します。」とお礼の言葉
を述べました。皆様、今後もご指導よろしくお
願いいたします。

第42回ＪＡいぶすき年金友
の会秋季ゲートボール大会

第17回ＪＡいぶすき年金友の会
グラウンドゴルフ大会開催

敬老の日
ふくれ菓子をプレゼント

定年退職者を送る会

団体成績（敬称略）
○優　勝　永友チーム（山川支部）
○準優勝　有村建設チーム（山川支部）
○第三位　福元チーム（山川支部）
○第四位　唐船峡Ｂチーム（開聞支部）

団体成績（敬称略）
優　勝　山川チーム（山川支部）
準優勝　中名ススメ会チーム（喜入支部）
第３位　徳光Ａチーム（山川支部）

澤山指宿地区女性部長（写真左）から
ふくれ菓子を手渡された吉本さん（写真右）

優勝した永友チーム（山川支部）

優勝した山川チーム（山川支部）

古川久男・土岩秋子・吉崎重廣（前列左から）
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９月21日、第33回親睦ソフトボール大会が開
催され、県下ＪＡ・連合会から15チーム、307
名が参加し、熱戦を繰り広げました。ＪＡいぶ
すきチームは予選を１勝１引き分けで勝ち抜い
たものの、惜しくも決勝トーナメント１回戦で
敗退となりました。

９月中旬から10月まで４回に分けて、階層別
初級研修会を開催しました。入組して５年未満
の職員、約80名を対象とし、組織の一員である
初級職員としての基本動作を学びました。松元
孝也代表理事常務は「ＪＡのあり方、コミュニ
ケーション、仕事のやり方についてしっかり学
んで欲しい。」と話しました。研修を受けた職
員は「とても貴重な時間だった。知識・技術を
磨くために積極的に努力をして行く。」と抱負
を述べました。

ＪＡ役職員連盟　第33回
親睦ソフトボール大会開催

階層別初級研修会開催

団体成績
優　勝　ＪＡ南さつま
準優勝　ＪＡグリーン鹿児島
第３位　ＪＡさつま日置・ＪＡ東部

平成25年度　ＪＡグループ鹿児島第２次支援隊　活動報告
本所　農産部販売課　　満永　陽児　

宮城県本吉郡南三陸町の戸倉地区で、復興支援活動を実施しました。今回支援活動を実施し
た場所は、震災前は40 〜 50戸程の集落があり、水田が広がる地域でしたが、震災の津波によっ
てほとんどが流された地域でありました。ここは、平成27年度の水田作付けを目標に復興が計
画されており、この場所での草払い作業、がれき拾いを実施いたしました。津波により、木材・
石・鉄骨・日用品等様々なものが流されてきており、改めて被害の大きさを実感いたしました。
当初３日間の予定が台風の影響により２日間になり、短期間の支援活動となりましたが、今
回ＪＡグループ鹿児島から参加した22名のメンバーの力によって、わずかではありますが、被
災地の復興のお役に立てたのでは
ないかと思います。また、震災か
ら２年半が経過しておりますが、
被災地の復興はまだまだこれから
だと感じました。今後も、被災地
の復興に少しでも協力できること
があれば、積極的に取り組んでい
きたいと思います。 作業を行う支援隊員 JAグループ鹿児島支援隊

熱戦を繰り広げたソフトボール大会研修会の様子
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材料（４人分）
さつま芋　　750ｇ
バター　　　45ｇ
砂糖　　　　大さじ３
塩　　　　　小さじ1/3
小麦粉　　　100ｇ
溶き卵１個分と水を合わせたもの　3/4カップ
生パン粉　　150ｇ
揚げ油

さつま
芋のコロッケ

さつま
芋のコロッケ

①　さつま芋は皮を厚めにむいて２〜４つ切りにし、
水に約15分つけてあくを抜く。
②　鍋にイモと被るくらいの水を入れ、煮崩れない
ように20〜30分ゆで、湯を捨てる。芋は鍋に
残す。
③　②の芋を潰しながら、バター、砂糖、塩を加え
軽く練り混ぜ、12等分する。
④　③をふきんなどにのせて丸く形をまとめ、小麦
粉、溶き卵と水を合わせたもの、パン粉の順に衣
をつけ、165〜１７０℃の油で揚げ、器に盛る。

山川地区女性部の皆様

私たちが
作りました。
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他

表紙の写真
今年も霧島市の姶良中央家畜市場で、鹿児島県畜産共
進会が開催されました。ＪＡ畜産部や出品農家の皆様
は、数日前の事前準備から始まり、当日は早朝３時か
ら出発し、共進会に臨みました。会場は熱気に溢れ、
参加者の真剣さを感じました。
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さつま
芋のコロッケ

さつま
芋のコロッケ

組合員資格のご確認をお願いします。
　下記に該当する方は、変更手続きが必要になります。
お手数ですが、最寄りの支所にてご相談の上お手続き
をお願い致します。
①正組合員の方
　耕作面積が10ａ未満になった、もしくは１年のう
ち農業に従事する日数が90日未満になった個人の方
②准組合員の方
　耕作面積が10ａ以上になった、もしくは１年のう
ち農業に従事する日数が90日以上になった個人の方
③お名前が変わられた方
④お住まいが変わられた方
⑤相続による手続き（組合員が死亡された場合など）

【必要なもの】
１．印鑑
２．運転免許証や健康保
険証などの公的書類
３．出資証券
　変更内容により必要と
なるものが異なる場合も
ございます。

お問い合わせは
各支所または本所管理部0993−35−3411までお気軽にご連絡下さい。

ご連絡先 鹿児島県農協福祉事業株式会社
鹿児島市鴨池新町15番地　（ＪＡ鹿児島県会館9階)
ＴＥＬ099-258-5626 ＦＡＸ099-255-9595
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